
 

 よって、議案第62号は、予算特別委員長報告

のとおり決定いたしました。 

 次に、日程第３、議案第63号 平成19年度長

井市老人保健医療費給付事業特別会計補正予算

第２号の１件について、討論の通告がありませ

んので、討論を終結し、採決いたします。 

＋

 議案第63号の１件について、予算特別委員長

の報告は、原案可決であります。 

 予算特別委員長報告のとおり決するに賛成の

議員の起立を求めます。 

  （起立全員） 

○佐々木謙二議長 起立全員であります。 

 よって、議案第63号は、予算特別委員長報告

のとおり決定いたしました。 

 

 

 委員会付託の省略について 

 

 

○佐々木謙二議長 お諮りいたします。 

 これより上程いたします議案は、委員会付託

を省略し、全員でご審議願いたいと思いますが、

これにご異議ございませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○佐々木謙二議長 ご異議なしと認めます。 

 よって、そのように決定いたしました。 

 

 

 日程第４ 議案第６４号 長井市一 

 般職の職員の給与の特例に関する条 

 例の設定について 

 日程第５ 議案第６５号 長井市市 

 長等の給与の特例に関する条例の一 

 部を改正する条例の制定について 

 

 

○佐々木謙二議長 それでは、日程第４、議案第

64号 長井市一般職の職員の給与の特例に関す

る条例の設定について及び日程第５、議案第65

号 長井市市長等の給与の特例に関する条例の

一部を改正する条例の制定についての２件を一

括議題といたします。 

 提案者の説明を求めます。 

 内谷重治市長。 

  （内谷重治市長登壇） 

○内谷重治市長 議案第64号 長井市一般職の職

員の給与の特例に関する条例の設定についてご

説明申し上げます。 

 本案は、市財政の健全化に資するため、一般

職の職員の期末手当の支給割合を平成19年12月

期分から４年間削減するためご提案申し上げる

ものでございます。 

 続きまして、議案第65号 長井市市長等の給

与の特例に関する条例の一部を改正する条例の

制定についてご説明申し上げます。 

 本案は、市財政の健全化に資するため、本年

４月から施行しております市長、副市長及び教

育長の給料の削減について、さらに１％上乗せ

し５％の削減率とするため、ご提案申し上げる

ものでございます。 

 以上、よろしくご審議賜りますようお願い申

し上げます。 

○佐々木謙二議長 提案者の説明は終わりました。 

 １件ごとに質疑、討論、採決を行います。 

 まず、日程第４ 議案第64号 長井市一般職

の職員の給与の特例に関する条例の設定につい

ての１件について質疑を行います。ご質疑ござ

いませんか。 

 ４番、大道寺 信議員。 

○４番 大道寺 信議員 まず、これ付託を省略

して全員協議となっておりますので、ただいま

の提案理由状況では中身がわからないと思いま

す。先ほど総務・文教常任委員会の協議会で説

明を受けたわけでありますけれども、まずその

中身、資料は出ておりますけど、中身と、当局

と市職員労働組合の大変なご努力で合意を得た
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わけでありますから、それは大変すばらしいこ

とだと思いますけれども、その交渉の内容につ

いて、市当局の提案に対して市職員からの提案

といいますか、そういうことも含めての説明が

不足をしているんだと思います。さらには、一

般会計における金額がどのようになるのかとい

うことも説明がなされておりませんので、その

点について総務課長からの説明を求めたいと思

います。 

＋ ＋

○佐々木謙二議長 平 進介総務課長。 

○平 進介総務課長 お答え申し上げます。 

 このたびの給与等の削減に係る件につきまし

ては、１月の末に長井市職員労働組合に提案い

たしまして、延べ16回ほど協議、交渉を行って

まいりました。その中での経過でございますが、

まず職員組合の方からは、このたびが２度目の

削減であるというふうなことから、前回の一律

削減の部分については、その傾斜的な部分で見

直しをしてほしいというふうなお話などもあり

ました。当局といたしましては、前回の削減と

同様、一律４％相当額というふうなことでお願

いしてまいりましたが、組合としても組合員の

アンケートをとった中で、一つには職責に応じ

た削減方法にしてもらいたい、それから手当か

らの削減にしてもらいたい、そして具体的に期

末・勤勉手当の中で役職加算がありますけれど

も、これらを考慮して傾斜配分にしてもらいた

いというふうなことがありました。 

 市としましては、前回と同様、一律４％相当

額というふうなことで交渉、折衝に臨んだわけ

ですけれども、組合との合意に向けてお互いに

歩み寄った結果、このたびの提案のとおり、各

役職加算によって１級、２級の主事、主任につ

いては0.25月、３級、係長については0.3月、

４級、５級、主査、補佐につきましては0.35月、

６級の課長級につきましては0.45月と、以上の

ような役職加算に応じた傾斜配分として合意し

たところでございますので、このたびの提案と

させていただいたところでございます。 

  （「一般会計」の声あり） 

○平 進介総務課長 大変失礼しました。一般会

計の状況でございます。 

 現在、精査しておりませんので見込みという

ふうな中で、私どもで試算したところでござい

ます。平成19年度の当初予算の中で、削減額と

して示されておりますのが期末・勤勉手当、そ

れから共済費含めまして4,300万円ほどでござ

います。これの管理職手当削減額を含めますと、

総合計額が4,800万円ほどになってございます。

これを給料に対する削減率で除しますと4.5％

相当になってございます。これがこのたびの提

案に基づきまして、通年ベースの部分で申し上

げたいというふうに思いますが、期末・勤勉手

当、共済費の合計の削減額が3,590万円ほどに

なります。これに管理職手当削減額が475万円、

合わせて総合計額が4,070万円ほどになりまし

て、給料に対する削減率としましては3.8％程

度というふうになってございます。 

 なお、このたびの削減の考え方でございます

が、一つには人件費の削減であるという点でご

ざいます。なおかつ給料の４％相当額というふ

うな中での内容でありまして、具体的には期末

手当、管理職手当、共済費についての人件費の

中で調整を図ったものでございます。以上でご

ざいます。 

○佐々木謙二議長 ４番、大道寺 信議員。 

○４番 大道寺 信議員 この一般会計の見込み

の関係の資料は、総務・文教委員には配付され

てますけど、そのほかの議員には配付されてい

ないようでありますから、後ほどで結構ですか

ら配付をお願いしたいと思います。 

 先ほど申し上げますように、労使が合意でき

たということでございますから、市長を初め当

局の関係者の皆さん、さらには、特に市職労の

皆さんのご努力に、まず敬意を表したいと思い

ます。 
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 そこで、先ほどありましたように一般会計と

の関係でいいますと、当初予算で既に見込んで

いる削減額からすれば、通年ベースでは約750

万円不足をするということでございますけれど

も、平成19年だけを見ますと、これは期末手当

といいますか、６月には実行されませんので、

19年の12月の期末手当からのカットと、削減と

いうことになると思います。それでいきますと、

いただいた資料では2,540万円強不足をする、

いわゆる予算をショートすると、こういう状況

になっているわけでございます。 

 これは補正をかけなきゃいけないということ

だと思いますが、これは精査しなきゃいけない

から、この議会、定例会ではできないと、こう

いうお話でございました。 

＋

 そこで、市長にお伺いしますが、特にこれま

での議会の議論でも、特にことしは財政危機脱

出元年と、こう位置づけられているわけでござ

いますが、さらには相当、市民からいろいろ言

われていますように、さまざまな補助金、少な

い補助金でもカットしていると、こういう状況

の中で、さらにはそれぞれ基金等の一時利用と

いいますか、繰りかえをやっているという状況

からすれば、この2,500万円強の不足をどう穴

埋めするかって大変厳しい状況ではないかと、

こういうふうに思います。これから、ですから、

またいろいろ練って、削減をしなきゃいけない

ということになると、またまた市民サービス低

下ということも考えられるわけでありまして、

一方では単年度赤字ということになると大変な

状況でございます。そういうことを含めて、こ

の不足についての対応について、基本的なこと

について、まず市長からお考えをお伺いしたい

と思います。 

○佐々木謙二議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答え申し上げます。 

 議員ご指摘のとおり、確かにこの2,500万円、

どのように19年度、これを補てんしていくかと

いうことは非常に重要になると思いますが、ま

ず第一に、私はこのたびの改革というのは前回

の５カ年計画と違いまして、いわゆる内部の努

力だけではできないと。当然市民サービスの低

下、あるいはそこの部分の市民に担っていただ

く、さらには受益者負担を見直していただくと

いう、大変痛みを伴う改革でございます。そう

した場合に、市の職員が一丸となって、この市

の状況を市民に説明し、そして協力を求めると

いう、そういった努力が必要だと。その際、職

員一人一人にこの現状を認識していただくには、

組合も含めて十分な議論の上に合意を得ながら

削減しなければならないということを前提とし

て、それを優先させていただいたということで

ございます。 

 それで、ご質問の補てんの部分でございます

が、大変厳しい状況でございますが、これから

今進めております自立経営対策室の中で、さま

ざまな見直しの中で、その2,500万円をどうす

るかということも含めて、検討していくしかな

いのかなと思っております。議員ご指摘のよう

に、大変厳しい状況でございますが、これを何

とか補てんできるような施策を講じていきたい

というふうに考えております。 

○佐々木謙二議長 ４番、大道寺 信議員。 

○４番 大道寺 信議員 考え方については、市

長の考えについては理解をしておりますが、現

実問題として、今々のものとして不足をすると

いうのは大変な状況だと思うんです。これから

施策ということなんですが、自立計画の見直し

について、一般質問等の議論では、「９月ぐら

いまでには何とかまとめたい」ということであ

りまして、だとすると、もう日程的に非常に厳

しくなっているわけでありますが、なかなかこ

の短期間でまた何が起きるかというのは、20年

度以降どうするかというのはこれから自立経営

計画の一番の主になると思うんでありますが、

その初年度、今、これから19年どうするかとい
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＋

うのはなかなか大変じゃないかなと、こういう

ふうに思うんです。 

 そこで、具体的な数字の面でどのようなこと

になるのかなということを、私はちょっと考え

てもわからないところがあるんですが、その辺

の具体的な数字的なことを含めて、見通しにつ

いて財政課長から考え方をお伺いしたいと思い

ます。 

＋ ＋

○佐々木謙二議長 松本 弘財政課長。 

○松本 弘財政課長 お答えいたします。 

 さきの髙橋孝夫議員の一般質問の答弁でも申

し上げておりますが、現時点では平成18年度の

決算剰余金といたしまして１億5,820万円程度、

それから置賜広域病院組合負担金精算金が大体

１億2,000万円程度見込めるような状況になっ

ております。ただ、ここから補正予算第２号に

計上いたしました722万7,000円を差し引く必要

がありますので、これを差し引きますと、大体

現時点では２億7,090万円程度の留保財源が見

込まれる状況になっているということでござい

ます。 

 この２億7,090万円につきましては、これも

先日お話し申し上げておりますが、当初予算に

計上している特定目的基金の繰りかえ運用を極

力抑制するために有効に使わせていただきたい

ということを申し上げております。したがいま

して、ここの部分も当然勘案しなければならな

いわけですが、当面、この２億7,090万円を活

用しながら、最終的には補てんせざるを得ない

のかなというふうに考えているところでござい

ます。以上です。 

○佐々木謙二議長 ４番、大道寺 信議員。 

○４番 大道寺 信議員 当面としては、そうい

う繰り越しの関係があるということでございま

すから、しかし先ほど、今も財政課長がおっし

ゃったように、特定目的の基金はできる限り使

わないと、こういうことでいくわけでございま

して、ぜひこの2,500万円の不足も含めまして、

できるだけ当初の特定目的基金をなるべく使わ

ないような財政運営をしていただきたいという

ことと、これからまさにサービス、19年度の限

られた予算の中での、さらに一般市民にかかわ

る削減というのは、やっぱり控えていくべきだ

ろうというふうに思いますので、その辺のきち

っとした財政運営を、まずよろしくお願い申し

上げたいと思います。以上であります。 

○佐々木謙二議長 ほかに。 

 ８番、安部 隆議員。 

○８番 安部 隆議員 二、三お聞きいたします

けども、市長にお伺いしますけども、労使交渉

のご努力は評価をしたいというふうに思います

けども、非常勤特別職並びに我々議会とは足並

みがそろわず、３カ月の差が出たと、そういう

ことで４年間というような中では、23年６月30

日限りというふうな期限でありますけども、こ

の辺の考え方ですけども、市長の任期は22年度

中というようなことで、年度の途中、そして23

年ということになりますと新たな年度だと、こ

ういったところの整合性というものと、やっぱ

り為政者として、それを見きわめながら自分の

敷いたレールというものはきちっと見ていくと

いうのが私は筋なような気がするわけでありま

して、この３カ月のところを何とか年度内に減

額をうまく説明というか、振り分けできなかっ

たのかなあというふうに私は思いますけれども、

いかがなもんでしょうか、市長。 

○佐々木謙二議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。 

 12月の手当のときに１年分という考え方もあ

るわけでございますが、そうしますと、かなり

やはり高額な削減額になってしまうと。私から

は、手当じゃなくて月々お願いしたいと、しか

も４％一律でお願いしたいということで、こと

しの１月からお願いして、何とか交渉したんで

すけども、なかなか合意に至らなかったと。 

 安部議員がご指摘の、いわゆる私の任期を超
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 人事院勧告の取り扱いにつきましても労使で

協議いたしまして、人勧がプラスに出た場合は

そのプラス、マイナスに出た場合は今回の削減

率を包含するというふうな形で合意しておりま

す。 

して条例の改正案が出てるということでござい

ますが、それにつきましては、私の任期の後の、

またその市長がそこのところでご判断されるの

かなと。前回の５カ年計画のときも、平成13年

から17年まででございまして、やはり目黒前市

長もちょうど期限切れの部分だったんでありま

すけども、５年間ということで行っております

し、今回、半年分おくれた部分を、いわゆる先

送りしてということでの４年間ということで組

合とは合意したところでございます。ちょっと

おくれた分を一括というのは、なかなか厳しい

というような職員の組合側の話でございました

ので、そこは配慮せざるを得なかったという現

状でございます。 

○佐々木謙二議長 17番、蒲生吉夫議員。 

○１７番 蒲生吉夫議員 年間の影響額だとか、

月額から削減したいとかという話ありましたけ

れども、期末手当から削減するんであったら、

今回の議会で別に提案する必要ないんですね。

市長は議会と当局のルールもわかってると思い

ますけれども、簡易なもの以外は最終日の提案

はしないと、これを約束として、してきたわけ

ですね。 

 給与条例というのは、簡易なものでないんで

すよ。今質疑していたように、協議会で総務・

文教常任委員の方が質問をしなければならない

状況でしょう。私ら、これを見せられて、すぐ

わかるかというと、とってもわからないんです

よ。ですから付託をしていくというルールをつ

くってきたわけですね。その意味では、今回の

この提案の仕方というのは、ルールが無視され

ているというふうに私は感じているんです。そ

こは、この議会が終わった後、議会運営委員会

で６月定例議会を振り返ってという会議をする

と思いますので、その場面で始末してもらえば、

私はいいかなと思っているんですが、職員団体

と合意したから最終日に出していいと、こうい

うものではないというふうに私は感じているん

ですけれども、そこはどうですか。この議案で

あれば９月議会で間に合うんですよ。そこはど

ういうふうに考えていますか。 

○佐々木謙二議長 17番、蒲生吉夫議員。 

○１７番 蒲生吉夫議員 幾つかについてお聞か

せ願いたいと思いますが、まず先ほどの質疑の

中で、財政課長から、また置賜病院の精算金と

いうことは、これ、５月の臨時議会のときから

もう使っているんですよね、その予算のときか

ら。あんまり幅々と言っていいもんかどうかと

いうの、私わかりませんが、事務レベルでは言

っていいんだと思いますね。ただ、我々、病院

の議員をしてるんですよ。精算金がはっきりす

るのが10月の定例議会なんですね、18年度の精

算金がはっきりするのは。だから、要するにそ

この部分しか金ないというのはよくわかるんで

す、私は。だけれども、答弁の材料として何回

も使うというのはいかがなものかという、私が

感じたところ、まずそこはあるんですけども。 

＋

  話し合いの中で、このところ人事院勧告もマ

イナス勧告になってますね。その場合に、既に

ここは話し合いしてるわけで、その分を反映さ

せるようにしてるか、させないようにしてるか

ですね、マイナス勧告が出た場合。そういうこ

とは、この間の経過でどうですか。 

○佐々木謙二議長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答え申し上げます。 

 蒲生議員ご指摘のとおり、確かに６月定例会

じゃなくて９月定例会で間に合う案件かもしれ

ません。しかも予算については同時にするとい

うのが基本であるというふうに思います。予算

○佐々木謙二議長 平 進介総務課長。 

○平 進介総務課長 お答え申し上げます。 
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＋

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

＋ ＋

につきましては、残念ながら合意したのが昨日、

一昨日ということで、特別会計も含めた計算を

しますと相当な事務量になりますもんですから

今回は見合わせていただいたんですが、６月定

例会に上程させていただいた理由というのは、

一般質問で我妻議員からも質問いただきました

けども、これから19年度に市民の皆様にさまざ

まな形でのサービス提供の見直し、あるいは受

益者負担の見直しを７月、８月ごろから進めな

けりゃならないと。その際に、市の職員も特別

職も、まずできるだけの努力をしてやってるん

だという姿勢をやはり市民の皆様にお示しする

必要があるんじゃないかと、そうしないで市民

だけに、我々は平成17年度までやったからとい

うことで市民の皆様に先に負担をお願いしてい

くというのは、なかなか理解が得られないんじ

ゃないかという私の判断から、ルールは確かに

わかりますが、何とか６月に上程させていただ

いてご承認賜りたいということからお願いした

ところでございます。 

○佐々木謙二議長 質疑もないので、質疑を終結

し、討論を行います。ご意見ございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○佐々木謙二議長 ご意見もないので、討論を終

結し、採決いたします。 

 議案第65号は、原案のとおり決するに賛成の

議員の起立を求めます。 

  （起立全員） 

○佐々木謙二議長 起立全員であります。 

 よって、議案第65号は、原案のとおり決定い

たしました。 

 

 

 日程第６ 議案第６６号 長井市監 

 査委員の選任について 

 

 

○佐々木謙二議長 次に、日程第６ 議案第66号 

長井市監査委員の選任についての１件を議題と

いたします。 ○佐々木謙二議長 ほかにご質疑ございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり）  提案者の説明を求めます。 

○佐々木謙二議長 ほかに質疑もないので、質疑

を終結し、討論を行います。ご意見ございませ

んか。 

 内谷重治市長。 

  （内谷重治市長登壇） 

○内谷重治市長 議案第66号 長井市監査委員の

選任についてご説明申し上げます。   （「なし」と呼ぶ者あり） 

○佐々木謙二議長 ご意見もないので、討論を終

結し、採決いたします。 

 本案は、本年６月30日をもって任期満了とな

ります飯田武志さんを、識見を有する者のうち

から選任する監査委員に引き続き選任いたした

くご提案申し上げるものでございます。 

 議案第64号は、原案のとおり決するに賛成の

議員の起立を求めます。 

  （起立全員）  よろしくご同意賜りますようお願い申し上げ

ます。 ○佐々木謙二議長 起立全員であります。 

 よって、議案第64号は、原案のとおり決定い

たしました。 

○佐々木謙二議長 提案者の説明が終わりました。 

 ここで審議の都合上、飯田武志監査委員の退

席を求めます。  次に、日程第５、議案第65号 長井市市長等

の給与の特例に関する条例の一部を改正する条

例の制定についての１件について質疑を行いま

す。ご質疑ございませんか。 

  （飯田武志監査委員退席） 

○佐々木謙二議長 本案は人事案件でありますの

で、質疑、討論は省略し、直ちに採決いたしま

―１５８― 

＋



 

す。 

 議案第66号について、原案に同意することに

賛成の議員の起立を求めます。 

＋

  （起立全員） 

○佐々木謙二議長 起立全員であります。 

 よって、議案第66号は、原案に同意すること

に決定いたしました。 

 飯田武志監査委員の復席を求めます。 

  （飯田武志監査委員復席） 

○佐々木謙二議長 飯田武志監査委員に申し上げ

ます。 

 あなたを監査委員に選任することに同意いた

しましたので、告知いたします。 

 

 

 日程第７ 議会案第８号 長井ダム 

 環境整備促進特別委員会の設置につ 

 いて外２件 

 

 

○佐々木謙二議長 次に、日程第７、議会案第８

号 長井ダム環境整備促進特別委員会の設置に

ついてから、日程第９、議会案第10号 ながい

市議会だより編集特別委員会の設置についてま

での３件を一括議題といたします。 

 提案者の説明を求めます。 

 議席番号15番、鈴木武次議員。 

  （15番鈴木武次議員登壇） 

○１５番 鈴木武次議員 議会案第８号 長井ダ

ム環境整備促進特別委員会の設置について、提

案者を代表して、ご説明を申し上げます。 

 長井ダムは、昨年秋にダム本体のコンクリー

ト打設が終了し、平成22年完成を目指して順調

に工事が進められております。このダム建設事

業は、当市のまちづくりに大きな影響を与える

ものでありますので、地域に開かれたダム事業

として、21世紀にふさわしい、長井らしい魅力

あふれるダム環境の整備実現に向けて調査、研

究、提言を行うことを目的に、特別委員会を設

置するため、提案するものであります。 

 次に、議会案第９号 地域交通対策特別委員

会の設置について、ご説明申し上げます。 

 本案は、フラワー長井線や公共的交通手段の

整備など、地域住民の生活の足を確保するため

に、当面する諸問題についての調査研究を行う

ことを目的に特別委員会を設置するため、提案

するものであります。 

 次に、議会案第10号 ながい市議会だより編

集特別委員会の設置について、ご説明申し上げ

ます。 

 ながい市議会だより発行規程に基づき、定例

会ごとに議員みずからの編集による「ながい市

議会だより」を発行していますが、発行には多

くの時間と労力を必要とするほか、取材活動に

おいては事故等に遭遇することも想定されるた

め、編集委員会の位置付けを明確にすることを

目的に特別委員会の設置をするため、提案する

ものであります。 

 以上３つの議会案は、いずれも会派代表者会

において確認をいただいた上で提案するもので

ありますので、よろしくご賛同賜りますようお

願い申し上げます。 

○佐々木謙二議長 提案者の説明が終わりました。 

 これより質疑を行います。ご質疑ございませ

んか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○佐々木謙二議長 質疑もないので、質疑を終結

いたします。 

 それでは、順次討論、採決を行います。 

 まず、日程第７、議会案第８号 長井ダム環

境整備促進特別委員会の設置についての１件に

ついて討論を行います。ご意見ございませんか。 

  （「なし」と呼ぶ者あり） 

○佐々木謙二議長 ご意見もないので、討論を終

結し、採決いたします。 

 議会案第８号は、原案のとおり決するにご異
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＋

 ただいま議会案第８号から議会案第10号で設

置することを決定いたしました３つの特別委員

会委員の選任については、委員会条例第８条第

１項の規定により、議長においてご指名いたし

ます。 

議ございませんか。 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○佐々木謙二議長 ご異議なしと認めます。 

 よって、議会案第８号は、原案のとおり決定

いたしました。 

長井ダム環境整備促進特別委員会委員  次に、日程第８、議会案第９号 地域交通対

策特別委員会の設置についての１件について討

論を行います。ご意見ございませんか。 

 ２番 鈴 木 悟 司 議員 

 ５番 谷 口 栄 子 議員 

 ６番 蒲 生 光 男 議員   （「なし」と呼ぶ者あり） 

 ７番 町 田 義 昭 議員 ○佐々木謙二議長 ご意見もないので、討論を終

結し、採決いたします。  ９番 渋 谷 佐 輔 議員 

 13番 鈴 木 良 雄 議員  議会案第９号は、原案のとおり決するにご異

議ございませんか。  14番 小 関 勝 助 議員 

 16番 鈴 木 新 助 議員   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 17番 蒲 生 吉 夫 議員 ○佐々木謙二議長 ご異議なしと認めます。 

地域交通対策特別委員会委員  よって、議会案第９号は、原案のとおり決定

いたしました。  １番 竹 田 博 一 議員 

 ３番 我 妻   昇 議員 

＋ ＋

 次に、日程第９、議会案第10号 ながい市議

会だより編集特別委員会の設置についての１件

について討論を行います。ご意見ございません

か。 

 ４番 大道寺   信 議員 

 ８番 安 部   隆 議員 

 10番 髙 橋 孝 夫 議員 

 11番 大 沼   久 議員   （「なし」と呼ぶ者あり） 

 12番 藤 原 民 夫 議員 ○佐々木謙二議長 ご意見もないので、討論を終

結し、採決いたします。  15番 鈴 木 武 次 議員 

ながい市議会だより編集特別委員会委員  議会案第10号は、原案のとおり決するにご異

議ございませんか。  １番 竹 田 博 一 議員 

 ２番 鈴 木 悟 司 議員   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 ３番 我 妻   昇 議員 ○佐々木謙二議長 ご異議なしと認めます。 

 ８番 安 部   隆 議員  よって、議会案第10号は、原案のとおり決定

いたしました。  11番 大 沼   久 議員 

 14番 小 関 勝 助 議員  

 以上であります。  

 日程第１０ 特別委員会委員の選任  ここで、正副委員長互選のため、暫時休憩い

たします。  について 

  

  

   午前１１時１２分 休憩 ○佐々木謙二議長 次に、日程第10、特別委員会

委員の選任についてを議題といたします。    午前１１時３０分 再開 

―１６０― 

＋



 

 最後に、お諮りいたします。  

 本定例会において議決されました議案の中で、

条、項、字句、数字、その他整理を要するもの

については、会議規則第43条の規定により、そ

の整理を議長に一任願いたいと思いますが、こ

れにご異議ございませんか。 

 

○佐々木謙二議長 休憩前に復し、会議を再開い

たします。 

 

 

 特別委員会の正副委員長の互選の結   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

 果報告 ○佐々木謙二議長 ご異議なしと認めます。 

 よって、整理を要するものについては、その

整理を議長に一任することに決定いたしました。 

 

 

 ○佐々木謙二議長 各委員会より、次のとおり正

副委員長の互選結果の報告がありましたので、

お知らせいたします。 

 

   開     会 

長井ダム環境整備促進特別委員会  

       委員長 小 関 勝 助 議員  

      副委員長 渋 谷 佐 輔 議員 ○佐々木謙二議長  これをもって平成19年第３

回長井市議会定例会を閉会いたします。ご協力

まことにありがとうございました。 

地域交通対策特別委員会 

       委員長 鈴 木 武 次 議員 

      副委員長 大道寺   信 議員  

ながい市議会だより編集特別委員会  ＋
       委員長 我 妻   昇 議員     午前１１時３２分 閉会 

      副委員長 竹 田 博 一 議員  

 以上の方々が選任されました。  

    会議録署名議員 

  

 日程第１１ 閉会中における継続審     議 長 佐々木 謙 二 

 査申出書  

    ４ 番 大道寺   信  

  

    ５ 番 谷 口 栄 子 ○佐々木謙二議長 次に、日程第11、閉会中にお

ける継続審査申出書の１件を議題といたします。  

    ６ 番 蒲 生 光 男  お諮りいたします。 

  お手元に配付いたしました申出書のとおり、

閉会中の継続審査に付することにご異議ござい

ませんか。 

 

 

  （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○佐々木謙二議長 ご異議なしと認めます。 

 よって、そのように決定いたしました。 

―１６１― 


